
補
助
金
の
制
度
な
ど
も
含
め
、

早
急
に
検
討
す
る
。

将
来
利
用
し
な
い
土
地
で

あ
れ
ば
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
り
、
過
疎
化
を
防
ぐ

た
め
、
譲
渡
す
べ
き
で
あ
る
。

検
討
で
は
な
く
、
早
急
に
募

集
す
べ
き
。

早
急
に
取
り
組
み
、
形
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

周
囲
の
土
地
の
財
産
価
格

に
も
影
響
が
あ
る
の
で
、
慎

重
に
進
め
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
一
定
期
間
内
の
建
築
に
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早
急
に
検
討
す
る

坪
一
万
円
で

答

町
有
の
遊
休
地
が
ど
れ
く

ら
い
あ
る
か
。

池
川
第
４
区
に
１
件
、
川

口
に
２
件
、
仁
淀
の
教
員
住

問

岡
田
良
成

答

副
町
長

宅
、
別
府
小
プ
ー
ル
跡
。

若
者
の
町
外
へ
の
流
出
を

防
ぐ
た
め
、
２
年
以
内
に
住

宅
を
建
築
し
定
住
す
る
条
件

で
、
遊
休
地
を
坪
１
万
円
で

譲
渡
し
て
は
。

問

岡
　
田

答

副
町
長

問

岡
　
田

答

副
町
長

公的資金
町民に負担をかけない答

ソ
ニ
ア

ソ
ニ
ア
に
公
的
資
金
を
入

れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
解
散

を
す
べ
き
と
言
っ
て
き
た
が
、

協
議
会
後
の
動
き
、
検
討
内

容
の
説
明
を
。

３
町
の
合
意
が
な
け
れ
ば

公
的
資
金
を
入
れ
る
の
は
難

し
い
。
一
時
は
森
林
組
合
へ

の
無
償
譲
渡
の
話
が
あ
り
、

国
、
県
と
も
協
議
を
進
め
て

い
た
が
、
大
原
儀
郎
氏
か
ら

ソ
ニ
ア
存
続
の
た
め
に
力
を

貸
し
た
い
と
の
話
が
あ
っ
た
。

ま
だ
計
画
書
が
出
て
い
な
い

の
で
３
町
の
調
整
は
し
て
い

な
い
。

協
議
会
時
に
、
大
原
氏
か

ら
運
転
資
金
（
借
入
金
）
約

１
億
円
の
要
請
が
あ
っ
た
。

過
去
の
ソ
ニ
ア
の
実
績
か
ら

み
て
、
西
森
（
久
）、
山
口
、

岡
田
の
３
議
員
が
反
対
し
た
。

町
長
は
、
一
般
財
源
の
投

入
や
越
知
・
佐
川
町
の
同
調

が
な
け
れ
ば
再
生
計
画
の
取

り
組
み
は
不
可
能
と
言
っ
て

問

岡
　
田

答

町
　
長

問

岡
　
田

別府小プール跡地

ソニア



い
る
が
、
町
単
独
で
取
り
組

む
の
か
。

こ
の
問
題
に
、
私
も
政
治

生
命
を
か
け
る
が
、
町
長
も

政
治
生
命
を
か
け
取
り
組
む

べ
き
で
、
町
民
に
負
担
を
か

け
る
よ
う
な
事
業
を
す
べ
き

で
な
い
と
思
う
が
。

必
要
な
施
設
で
は
あ
る

が
、
佐
川
町
に
工
場
が
あ
る

た
め
本
町
単
独
で
は
難
し
い

と
考
え
る
。
大
原
氏
か
ら
約

１
億
円
の
運
転
資
金
（
借
入

金
）
が
必
要
と
い
う
話
が
あ

っ
た
が
、
具
体
的
に
は
ま
だ

来
て
い
な
い
。

林
業
振
興
、
雇
用
の
場
の

確
保
に
活
か
せ
な
い
か
と
考

え
て
お
り
、
町
民
に
負
担
を

か
け
な
い
方
向
で
取
り
組
ん

で
い
る
。

今
後
、
議
会
で
も
議
論
を
。

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り 平成22年11月10日発行（9） 第21号

答

町
　
長

答 準じた取り組みを

事業仕分けは

県
内
自
治
体
へ
の
導
入

は
、
市
町
村
長
の
６
割
は
不

要
、
本
町
で
は
事
業
の
評
価

の
手
段
と
し
て
効
果
が
あ
る

と
の
こ
と
。
導
入
の
予
定
は

あ
る
か
。
ま
た
ど
う
行
う
か
。

短
時
間
の
う
ち
に
事
業
の

廃
止
、
縮
小
、
民
間
委
託
な

ど
の
結
論
を
導
き
出
す
手
段

と
し
て
は
効
果
が
あ
る
が
、

本
町
は
住
民
生
活
と
予
算
が

密
着
し
て
お
り
実
態
に
そ
ぐ

わ
な
い
。

費
用
対
効
果
も
考
え
、
事

業
仕
分
け
に
準
じ
た
取
り
組

み
を
し
て
い
く
。

住
民
を
交
え
公
の
場
で
行

う
か
。

行
政
改
革
推
進
委
員
の
中

に
は
住
民
の
代
表
も
入
っ
て

お
り
、
そ
の
中
で
意
見
を
聞

く
。

問

藤
野
格
昭

答

町
　
長

問

藤
　
野

答

町
　
長

農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

モ
デ
ル
地
区
を

答

今
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
話

し
合
い
を
し
て
い
る
か
。

情
報
交
換
、
意
見
交
換
が

中
心
に
な
っ
て
い
る
。
モ
デ

問

藤
　
野

答

町
　
長

ル
地
区
を
作
り
集
荷
の
仕
組

み
の
検
証
や
、
補
助
金
の
創

設
な
ど
検
討
を
進
め
る
。

地域おこし協力隊

赤間　ゆりこ　　　　　　　　　　　　石川伊佐男

松岡　　悟



学
力
に
は
「
見
え
る
学
力
」

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

に
は
、
中
学
の
再
編
が
欠
か

せ
な
い
が
。

崎
ノ
山
以
西
は
仁
中
へ
、

二
子
野
以
東
は
池
中
の
、
私

の
提
案
は
検
討
し
た
か
。

広
報
に
４
回
、
現
状
と
課

題
を
載
せ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者

と
協
議
を
進
め
て
き
た
。

今
後
、
検
討
会
を
立
ち
上

げ
議
論
を
深
め
て
い
く
。

今
回
作
っ
た
過
疎
計
画
に

は
、
22
〜
25
年
度
に
か
け
て

吾
中
の
地
震
防
災
対
策
費
が

組
ま
れ
て
い
る
が
、
耐
震
工

事
が
終
わ
っ
て
廃
校
で
は
絵

に
な
ら
な
い
が
。
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問

西
森
常
晴

答

教
育
長

検
討
会
を
立
ち
上
げ

中
学
の
再
編
は

答小
中
学
校
の
再
編
は
、
子

ど
も
た
ち
の
受
け
る
環
境
が

ど
う
あ
る
べ
き
か
の
議
論
が

第
一
だ
。
今
、
場
所
に
つ
い

て
論
ず
べ
き
で
は
な
い
。

50
年
間
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
で

野
生
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
研
究

を
し
て
い
る
ジ
ェ
ー
ン
・
グ

ド
ー
ル
さ
ん
は
「
人
間
は
遠

い
将
来
を
考
え
る
能
力
を
持

っ
て
い
る
が
、
チ
ン
パ
ン
ジ

ー
に
は
無
い
。」
と
言
っ
て
い

る
。チ

ン
パ
ン
ジ
ー
に
な
ら
な

い
で
下
さ
い
。

次
に
、
教
育
長
が
そ
の
気

に
な
れ
ば
、
小
中
の
学
力
を

県
下
一
に
で
き
る
と
思
う
が
。

問

西
　
森
（
常
）

答

副
町
長

問

西
　
森
（
常
）

答

教
育
長

と
「
見
え
な
い
学
力
」
の
二

つ
が
あ
る
と
思
う
。
学
習
状

況
調
査
に
表
れ
る
の
が
見
え

る
学
力
。

本
来
、
求
め
ら
れ
る
学
力

は
「
見
え
な
い
学
力
」
に
あ

る
と
思
う
。
思
考
力
、
判
断

力
、
推
察
力
と
か
、
生
き
て

い
く
た
め
に
必
要
な
人
間
力

「
見
え
な
い
学
力
」
を
小
中
学

時
代
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
。

仁淀中仁淀中�仁淀中�

池川中池川中�池川中�

吾川中吾川中�吾川中�

林
業
予
算
の
一
桁
上
げ

10
倍
は
難
し
い

答

間　　伐雇
用
の
創
出
は
、
林
業
と

福
祉
だ
。

計
画
し
て
い
る
、
林
業
予

算
を
一
桁
上
げ
、
思
い
切
っ

た
間
伐
を
し
た
ら
ど
う
か
。

強
間
伐
を
し
、
眠
っ
て
い

た
植
物
が
生
ま
れ
変
わ
れ
ば
、

全
国
に
先
駆
け
た
、
グ
レ
ー

ド
の
高
い
観
光
地
に
な
る
が
。

大
石
町
長
に
替
わ
り
、
間

伐
は
増
え
て
き
て
い
る
。

10
倍
は
難
し
い
が
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
。

人
口
二
千
人
弱
の
岡
山
県

西
粟
倉
村
は
、
２
人
の
職
員

が
専
従
で
用
地
交
渉
を
し
て

い
る
。

当
町
に
そ
の
考
え
は
な
い

か
。状

況
を
見
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問

西
　
森
（
常
）

答

副
町
長

問

西
　
森
（
常
）

答

副
町
長

森
の
工
場
（
潰
溜
地
区
）
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答 一般財源で対応

若者定住住宅は

仁
淀
地
域
に
は
、
安
価
な

家
賃
で
、
所
得
制
限
の
な
い
、

若
者
が
安
心
し
て
定
住
で
き

る
住
宅
が
な
く
、
町
営
住
宅

か
ら
何
人
も
退
去
し
て
い
る
。

地
域
振
興
基
金
を
使
っ
て
で

も
町
立
住
宅
を
建
設
す
る
考

え
は
な
い
か
。

池
川
、
吾
川
の
町
立
住
宅

は
４
団
地
32
戸
あ
り
、
少
し

古
い
２
戸
し
か
空
い
て
お
ら

ず
、
地
域
住
民
の
要
望
を
十

分
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

町
に
と
っ
て
若
者
定
住
は

最
優
先
課
題
で
、
町
有
地
の

払
い
下
げ
も
含
め
、
担
当
部

署
が
検
討
し
て
お
り
、
町
全

体
の
問
題
と
と
ら
え
、
一
般

財
源
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

温
暖
化
に
よ
る
各
地
の
ゲ

リ
ラ
豪
雨
や
、
南
海
東
南
海

地
震
を
考
え
る
と
町
民
の
中

長
期
間
の
避
難
場
所
の
検
討

も
必
要
で
、
国
、
県
へ
の
要

望
も
必
要
と
考
え
る
が
。

問

農
本
規
仁

答

町
　
長

一
時
的
な
避
難
場
所
は
集

会
所
や
自
主
防
の
指
定
施
設

で
短
期
間
的
に
は
、
各
学
校

の
体
育
館
や
多
目
的
集
会
所

な
ど
に
な
り
中
長
期
は
、
検

討
し
て
い
な
い
。

県
が
２
月
に
南
海
地
震
応

急
対
策
活
動
計
画
で
、
被
災

者
へ
の
住
宅
の
提
供
は
、
災

害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、

応
急
仮
設
住
宅
を
建
設
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

復
旧
、
復
興
に
必
要
な
支

援
を
国
な
ど
に
要
望
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

長
期
的
な
避
難
場
所
の
整

備
、
検
討
は
。

観
光
セ
ン
タ
ー
や
宿
泊
施

設
な
ど
の
利
用
を
考
え
て
い

る
。ま

た
長
期
利
用
で
き
る
施

設
に
は
、
シ
ャ
ワ
ー
室
の
整

備
も
検
討
し
て
い
く
。

問

農
　
本

答

総
務
課
長

問

農
　
本

答

総
務
課
長

災害備蓄用品 若者定住住宅（大崎）


